
特集1　航空機事業における価値創造
CEOメッセージでも触れている航空機事業は、数々の危機を乗り越える中で専門性を
培い、投資家やリース先である航空会社からの信頼を得てきました。グループ執行役員
ORIX Aviation Systems Limited CEOのジェームズ・メイラーより、オリックスの培って
きた強み、真似できない価値創造をお伝えします。

危機の中で育まれた、 ORIX Aviationの専門性と信頼

　ORIX Aviation Systems Limited（以下、ORIX Aviation）は、危機の中
から始まり、危機に鍛えられてきた企業です。1991年、オリックスは倒産した
米国のエアラインが有していたエアバスの機体の発注権を買い取り、航空
機リース事業に乗り出しました。参入直後の湾岸戦争によって航空業界が
大きく揺れ動きましたが、当時、社内に危機に対する知見はほとんどなく、
最初の10年間は赤字が続きました。それでも私たちは、機体をマネジメン
トしていく力をつけ、信頼できる航空会社との関係構築に努め、徐々に持続
可能な収益モデルを築き上げ、20年以上継続して黒字を続けてきました。
　私たちは、その後もいくつもの大きな危機に直面してきました。9.11テロ、
SARS、欧州債務危機、そしてコロナ禍。それぞれが航空業界に与えた影響は
甚大でしたが、そのたびに私たちは学び、ビジネスを見直し、次に備える体制

を整えてきました。例えばコロナ禍では、多くの航空会社でリース料の延滞
が発生し、一部の航空会社は倒産に至りました。そうした中でも、航空会社や
破産管財人と粘り強く交渉し、投資家への綿密なレポーティングによって乗り
切り、むしろサービサーとしての評価を一層高めることができました。
　非常時にこそ、経験と組織力が試されます。そしてそれこそが、私たち
の最大の信用力になっています。長年の経験とオリックスグループの安定
した財務基盤は格付機関からも認められ、S&Pによる航空機リースサービ
サー格付は2015年以降、”Strong with a Stable Outlook”という最高
位を維持し続けています。

「One Team」で築く、グローバルな成長戦略

　私たちのビジネスは、航空機を航空会社にリースするだけに留まりません。
投資家のニーズに合わせたストラクチャリング、航空機投資のアレンジ、そ
して投資家が保有する機体のアセットマネジメントを行う機能も併せ持っ
ていることに、真の強みがあります。機体のリースとアセットマネジメント
を掛け合わせた価値創造サイクルを、実直に回して、新たな領域に挑戦し
続けていくことで、高いROEを実現しています。2000年代以降、Cargill
を皮切りに、共同投資にも取り組み始めました。現在は投資ファンド大手の
Apollo Global ManagementやMarathon Asset Managementと
のビジネスも拡大しています。また、これまで取り扱っていなかったエンジ
ンリースといったアセットタイプにも積極的に取り組んでいます。
　このような柔軟で多層的なビジネス展開が可能なのは、日本とアイル

ランドの連携が極めて緊密だからです。私たちは「親会社と子会社」という
関係ではなく、「One Team」として完全に一体になっています。案件の
ソーシングはアイルランドが先導し、日本の営業ネットワークとも連携して
投資家への航空機投資のアレンジメントや投資家への対応までを一気
通貫で行います。日本とアイルランドの間では毎日様々なレイヤーで重層
的に会議を行い、グローバル市場の動向と日本の投資家の声を繋げてお
り、時には難しい局面はありますが、経験を積み重ねて組織の足腰はより
強固なものになっています。こうして鍛えられた人材の厚みと組織の機動
力こそが、競合に勝る私たちの強みです。

グループ執行役員
ORIX Aviation Systems Limited CEO
Avolon Holdings Limited 取締役

略歴
2009年10月、ORIX Aviation再入社。
2015 年 よりORIX Aviation 取 締 役、
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リックスグループ執行役員。

ジェームズ・メイラー

次の価値創造に向けて

　私たちは、過去の経験に学びながらも、それにとどまらず、未来を見据え
て価値を創り続ける集団でありたいと思っています。2030年には500機ま
で保有・管理機を拡大することを目標とし、高収益体制をさらに追求します。
既に連携している投資ファンドと多様な案件を展開することや、新たなパート
ナーの開拓、規模拡大が見込まれる新たなアセットクラスにも挑戦します。ま
た、アセットマネジメント機能を中心に、組
織基盤の一層の強化にも取り組みます。
　アイルランドと日本を軸にしたグローバ
ルな「One Team」としてORIX Aviation
はこれからも挑戦を止めず、航空機リース
業界の未来を切り拓いていきます。
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田中：ORIX Aviationの保有・管理機数は2025年3月現在208機です。
セカンダリー市場での機体の購入、航空会社へのリース、ファンドとの共同
投資、日本の投資家への投資案件の提供、機体のマネジメントまで、多岐
に渡る事業を展開しています。その結果、保有期間中のリース収益、機体
の売却益、機体のマネジメント等によるフィー収益をバランスよく組み合
わせ、高い収益性を実現しています。また、世界第3位の航空機リース会
社で機体メーカーへの発注も行うAvolonに出資して、さらに幅広いバ
リューチェーンを構築しています。ダブリンにある両社の本社は通りを挟
んで向かい合っており、役員・マネージャー・担当者といった各層ごとに、
日々の綿密な連携が私たちの強みを一層高めています。

――日本とアイルランドが一体となっている強みについて
　　教えてください。
田中：オリックスグループでは、日本のスタッフも案件の組成にあたって直
接交渉に参加し、アイルランドのスタッフも直接投資家とコミュニケーショ
ンを行います。これにより、グループの総合力を生かした案件が可能にな
るほか、特に有事の際には投資家へのタイムリー且つ的確なレポーティン
グが可能となるなど、対応力に大きな差が出ます。コロナ禍においても、
こうした面が評価されて、その後の案件獲得に繋がっています。

――航空機リース業界の将来展望について教えてください。
田中：今後、新興国を中心に航空需要は大きく拡大すると見込まれており、
航空機リースや関連業界の成長が期待できます。一方で、飛行に伴う温室
効果ガス排出などの環境・社会課題にも業界全体で対応する必要がありま
す。OASは、ALI＊の場において脱炭素戦略を始めとする航空機リース業
界の持続可能な発展に向けた議論をリードしており、ORIX Aviation のマ
リー・ルイズCFOが同団体の会長を務めました（2024年任期満了）。
　ORIX Aviationは、経験と専門性を武器に、保有・管理機数500機への
拡大とROEの更なる向上を目指していきます。

ORIX Aviation Systems 
Limited Systems CIO
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田中 雄志

オリックスグループの航空機事業における価値創造について、
日本を飛び出しアイルランドで長年にわたり活躍している
田中雄志CIOに話を聞きました。 なぜアイルランドは 

航空機リースの中心地であり続けるのか
　ORIX AviationやAvolonが拠点を構えるアイルランドは、商業
的な航空機リースが始まった地であり、現在も業界の中心です。世
界で運航している旅客機のうち、その約50%はリースで供給されて
おり、大手航空機リース会社15社のうち14社がアイルランドを拠
点としています。
　その背景には、ビジネス拠点としての魅力があります。公用語が
英語であり、法体系が英米法であること、EU加盟国であることが安
定的な事業環境を支えています。歴史的な背景から欧州域内で経
済発展が遅れた時期はありましたが、1990年代以降に多くの企業
誘致に成功し、現在では欧州屈指の経済成長を実現しています。
また、アイルランドは、航空機という国際的資産を扱う上で二重課税
を防止する租税条約を多くの国と結んでおり、グローバルな事業展
開に重要な優位性を確立しています。
　地理的に欧州で米国に最も近いアイルランドは、かつて欧米間航
路の中継地として発展しました。アイルランド西岸で、世界初の近代
的な自由貿易地域であったシャノンでは、1975年に設立された
Guinness Peat Aviation（当時）が航空機リースのビジネスモデル
を確立し、1980年代は世界最大規模の航空機リース会社として存
在感を高めました。現在も、航空機リースに精通した人材や専門家

（弁護士、会計・税務アドバイザー、技術者など）が多く、その人的資
本が今日のアイルランドの競争優位を支えています。

＊ ALI （Aircraft Leasing Ireland）：アイルランドにおける金融サービス全体の業界団体であるIBEC傘下の団
体で、2018年7月設立。約100社の航空機リース会社Cクラス幹部で構成され、アイルランド政府や各国機
関に政策提言を行っている。

通りを挟んで向かい合う、ORIX AviationとAvolonのダブリン本社

オリックスグループの航空機リース事業 コラム
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ORIX Aviation @Dublin, Dubai
＋

オリックス（航空事業グループ）@東京

ファンド 日本投資家
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